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(57)【要約】
　本発明は、活性を示す含有量の成分（Ａ）及び成分（Ｂ）を含んでいる除草剤組合せに
関し、ここで、成分（Ａ）は、１種類以上の本発明のケトエノール類であり、成分（Ｂ）
は、本明細書中に記載されている既知除草剤の群から選択された１種類以上の除草剤であ
る。本発明は、さらに、望ましくない植物の生長を防除するための該組合せの使用、及び
、対応する雑草防除方法にも関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効量の成分（Ａ）と成分（Ｂ）を含んでいる除草剤組合せであって、
（Ａ）は、下記化合物からなる除草剤の群（Ａ）のうちの１種類以上の除草剤である：
【化１】
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（Ｂ）は、群（Ｂ１）～群（Ｂ４）のうちの１種類以上の除草剤であり、ここで、
　群（Ｂ１）は、
（Ｂ１．１）　　ピノキサデン
（Ｂ１．２）　　ジクロホップ－メチル
（Ｂ１．３）　　クロジナホップ－プロパルギル
（Ｂ１．４）　　シハロホップ－ブチル
（Ｂ１．５）　　フェノキサプロップ－Ｐ－エチル
（Ｂ１．６）　　ハロキシホップ－Ｐ及びそのエステル
（Ｂ１．７）　　フルアジホップ－Ｐ－ブチル
（Ｂ１．８）　　キザロホップ－Ｐ及びそのエステル
（Ｂ１．９）　　セトキシジム
（Ｂ１．１０）　クレトジム
（Ｂ１．１１）　テプラロキシジム
（Ｂ１．１２）　メソスルフロン－メチル
（Ｂ１．１３）　ヨードスルフロン－メチル及びその塩
（Ｂ１．１４）　スルホスルフロン
（Ｂ１．１５）　フルピルスルフロン－メチル及びその塩
（Ｂ１．１６）　フェントラザミド
（Ｂ１．１７）　メフェナセット
（Ｂ１．１８）　イマザメタベンズ－メチル
（Ｂ１．１９）　イマゼタピル
（Ｂ１．２０）　イマザモックス
（Ｂ１．２１）　フルルタモン
（Ｂ１．２２）　イソプロツロン
（Ｂ１．２３）　キンクロラック
からなり、
　群（Ｂ２）は、
（Ｂ２．１）　　２，４－ＤＢ
（Ｂ２．２）　　ジカンバ
（Ｂ２．３）　　クロマゾン
（Ｂ２．４）　　トリクロピル並びにその塩及びエステル
（Ｂ２．５）　　フルロキシピル並びにその塩及びエステル
（Ｂ２．６）　　チフェンスルフロン－メチル
（Ｂ２．７）　　アミドスルフロン
（Ｂ２．８）　　トリベヌロン－メチル
（Ｂ２．９）　　メトスルフロン－メチル
（Ｂ２．１０）　ピクロラム並びにその塩及びエステル
（Ｂ２．１１）　カルフェントラゾン－エチル
（Ｂ２．１２）　クロピラリド
（Ｂ２．１３）　ブタフェナシル
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（Ｂ２．１４）　イソキサベン
（Ｂ２．１５）　チアゾピル
（Ｂ２．１６）　フルルタモン
（Ｂ２．１７）　アクロニフェン
（Ｂ２．１８）　ラクトフェン
（Ｂ２．１９）　ホメサフェン
（Ｂ２．２０）　クロリムロン－エチル
（Ｂ２．２１）　メソトリオン
（Ｂ２．２２）　スルコトリオン
【化２】

（Ｂ２．２５）　ブロモキシニル
（Ｂ２．２６）　アイオキシニル
（Ｂ２．２７）　ジフルフェニカン
（Ｂ２．２８）　ピコリナフェン
からなり、
　群（Ｂ３）は、
（Ｂ３．１）　　ホラムスルフロン
（Ｂ３．２）　　ヨードスルフロン－メチル及びその塩
（Ｂ３．３）　　スルホスルフロン
（Ｂ３．４）　　アミカルバゾン
（Ｂ３．５）　　プロポキシカルバゾン－ナトリウム
（Ｂ３．６）　　フルカルバゾン－ナトリウム
（Ｂ３．７）　　フルフェナセット
（Ｂ３．８）　　メトリブジン
（Ｂ３．９）　　トリアスルフロン
（Ｂ３．１０）　ナプロアニリド
（Ｂ３．１１）　イマザピル
（Ｂ３．１２）　スルホサート
（Ｂ３．１３）　シマジン
（Ｂ３．１４）　トリフルラリン
（Ｂ３．１５）　ペンジメタリン



(9) JP 2008-510752 A 2008.4.10

10

（Ｂ３．１６）　オキサジアルギル
（Ｂ３．１７）　オリザリン
（Ｂ３．１８）　フラザスルフロン
（Ｂ３．１９）　スルホメツロン－メチル
（Ｂ３．２０）　メタザクロール
（Ｂ３．２１）　メトラクロール
（Ｂ３．２２）　Ｓ－メトラクロール
（Ｂ３．２３）　アラクロール
（Ｂ３．２４）　アトラジン
（Ｂ３．２５）　イソキサフルトール
（Ｂ３．２６）　キンメラック
（Ｂ３．２７）　フルミクロラック－ペンチル
（Ｂ３．２８）　キンクロラック
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【化３】
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からなり、
　群（Ｂ４）は、
（Ｂ４．１）　　グリホサート
（Ｂ４．２）　　グルホシネート（これは、「グルホシネート－Ｐ」も包含する）
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（Ｂ４．３）　　オキシフルオルフェン
（Ｂ４．４）　　ジウロン
（Ｂ４．５）　　ＭＳＭＡ
（Ｂ４．６）　　ブロマシル
（Ｂ４．７）　　ノルフルラゾン
（Ｂ４．８）　　アザフェニジン
（Ｂ４．９）　　テブチウロン.
からなる、前記除草剤組合せ。
【請求項２】
　異なったタイプの農芸化学的活性化合物、作物保護において慣習的な添加剤、及び、製
剤助剤を含む群のうちの１種類以上のさらなる成分を付加的に含んでいる、請求項１に記
載の除草剤組合せ。
【請求項３】
　１種類以上の薬害軽減剤をさらに含んでいる、請求項１に記載の除草剤組合せ。
【請求項４】
　群（Ｂ１）～群（Ｂ４）のうちの１種類以上の除草剤ということが、群（Ｂ１）が、Ｂ
１．２、Ｂ１．５、Ｂ１．１２、Ｂ１．１３、Ｂ１．１６、Ｂ１．１７、Ｂ１．２１、Ｂ
１．２２からなり、群（Ｂ２）が、Ｂ２．７、Ｂ２．１６、Ｂ２．１７、Ｂ２．１８、Ｂ
２．２５、Ｂ２．２６、Ｂ２．２７からなり、群（Ｂ３）が、Ｂ３．１、Ｂ３．２、Ｂ３
．４、Ｂ３．５、Ｂ３．６、Ｂ３．２０、Ｂ３．２５、Ｂ３．２９、Ｂ３．３０、Ｂ３．
３１、Ｂ３．３２、Ｂ３．３３からなり、群（Ｂ４）が、Ｂ４．２、Ｂ４．４からなるこ
とを意図している、請求項１、２又は３のいずれかに記載の除草剤組合せ。
【請求項５】
　前記薬害軽減剤が、化合物Ｓ１－１である、請求項３に記載の除草剤組合せ。
【請求項６】
　前記薬害軽減剤が、化合物Ｓ２－２である、請求項３に記載の除草剤組合せ。
【請求項７】
　前記薬害軽減剤が、化合物Ｓ１－９である、請求項３に記載の除草剤組合せ。
【請求項８】
　前記薬害軽減剤が、化合物Ｓ１－６である、請求項３に記載の除草剤組合せ。
【請求項９】
　前記薬害軽減剤が、化合物Ｓ３－１である、請求項３に記載の除草剤組合せ。
【請求項１０】
　望ましくない植生を防除する方法であって、植物、植物の部分、植物の種子又は植物が
成育する領域に、請求項１で定義されている除草剤（Ａ）及び除草剤（Ｂ）を一緒に又は
別々に施用することを含む、前記方法。
【請求項１１】
　有害な植物を防除するための、請求項１で定義されている除草剤組合せの使用。
【請求項１２】
　式（Ａ．１６）：



(13) JP 2008-510752 A 2008.4.10

10

20

30

40

50

【化４】

で表される化合物。
【請求項１３】
　式（Ａ．１７）：

【化５】

で表される化合物。
【請求項１４】
　式（Ａ．１８）：

【化６】

で表される化合物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば作物植物の中の、有害な植物に対して使用可能な作物保護組成物の技
術分野に属し、ここで、該組成物は、活性化合物として少なくとも２種類の除草剤の組合
せを含有しており、また、適切な場合には、さらに、作物植物の適合性を改善する物質（
薬害軽減剤）も含有している。
【背景技術】
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【０００２】
　ケトエノール類、それらの調製、並びに、それらの除草剤及び／又は植物生長調節剤と
しての使用については、ＷＯ０４／０８０９６２及びＷＯ０５／０４４７９６に記載され
ている。ケトエノール類に薬害軽減剤を添加することも、原理的には、ＷＯ０３/０１３
２４９により知られている。
【０００３】
　これらの除草剤の作物植物内の有害な植物に対する効果は高いレベルにある。しかしな
がら、その効果は、一般に、施用量、個々の製剤、それぞれの場合における防除対象の有
害植物、又は、有害植物のスペクトル、気候条件及び土壌条件などに左右される。さらな
る判断基準は、作用の持続期間、又は、該除草剤の分解速度である。さらにまた、適切な
場合には、有害植物の感受性の変化も考慮すべきであり、そのような感受性の変化は、当
該除草剤の長期使用により起こり得るか、又は、特定の地理的な位置において起こり得る
。個々の有害植物における活性の低下は、当該除草剤を高施用量で施用することによりあ
る程度は補うことが可能であるが、それは、例えば、そのような高施用量での施用により
しばしば当該除草剤の選択性が低下するか、又は、高施用量でさえも活性が改善されない
からである。場合によっては、薬害軽減剤を添加することにより、作物内の選択性を改善
することが可能である。しかしながら、一般に、低施用量の活性化合物で除草作用を達成
するための方法が常に求められている。施用量を低減することにより、当該施用に必要な
活性化合物の量が低減されるのみではなく、一般に、必要とされる製剤助剤の量も低減さ
れる。これらはいずれも、経済的な費用を低減し、除草剤処理の生態学的適合性を改善す
る。
【０００４】
　除草剤の施用プロフィールを改善するための１つの可能性は、当該活性化合物を１種類
以上の別の活性化合物と組み合わせることであり得る。しかしながら、２種類以上の活性
化合物を組み合わせて施用した場合、物理的及び生物学的不適合性の現象、例えば、複合
製剤（coformulation）の安定性の欠如、活性化合物の分解又は活性化合物間の拮抗作用
などが起こるのは珍しいことではない。それに反して、求められているのは、有利な活性
プロフィール及び高い安定性を有し、さらに、可能であれば、相乗作用的に増強された活
性を有する活性化合物組合せであり、そのような相乗作用的に増強された活性によって、
組み合わせる活性化合物の個々の施用量に比較して施用量を低減することが出来る。活性
スペクトルの拡大及び施用のフレキシビリティーの増大も有利であり、さらに、作用のよ
り迅速な発現及び除草剤抵抗性種の防除に対する適合性も有利である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　驚くべきことに、ケトエノールの群から選択された特定の活性化合物及び構造的に異な
っている特定の化合物を、適切な場合には薬害軽減剤を添加して、例えば除草剤の選択的
な施用に適した作物植物の中で使用する場合、それら化合物の組合せが、特に有利な方法
で相互作用すると言うことが見いだされた。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　従って、本発明は、有効量の成分（Ａ）と成分（Ｂ）を含んでいる除草剤組合せを提供
し、ここで、
（Ａ）は、下記化合物からなる除草剤の群（Ａ）のうちの１種類以上の除草剤である：
【０００７】
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（Ｂ）は、群（Ｂ１）～群（Ｂ４）のうちの１種類以上の除草剤であり、ここで、
　群（Ｂ１）は、
　（Ｂ１．１）　ピノキサデン（ＷＯ９９／４７５２５）、例えば、８－（２，６－ジエ
チル－４－メチルフェニル）－１，２，４，５－テトラヒドロ－７－オキソ－７Ｈ－ピラ
ゾロ［１，２－ｄ］［１，４，５］オキサジアゼピン－９－イル－２，２－ジメチルプロ
パノエート；
　（Ｂ１．２）　ジクロホップ－メチル（ＰＭ、第２９３－２９５頁）、例えば、２－［
４－（２，４－ジクロロフェノキシ）フェノキシ］プロパン酸メチル；
　（Ｂ１．３）　クロジナホップ－プロパルギル（ＰＭ、第１８６－１８７頁）、例えば
、（Ｒ）－２－［４－［（５－クロロ－３－フルオロ－２－ピリジニル）オキシ］フェノ
キシ］プロパン酸（２－プロピニル）；
　（Ｂ１．４）　シハロホップ－ブチル（ＰＭ、第２２９－２３２頁）、例えば、（Ｒ）
－２－［４－（４－シアノ－２－フルオロフェノキシ）フェノキシ］プロパン酸ブチル；
　（Ｂ１．５）　フェノキサプロップ－Ｐ－エチル（ＰＭ、第４１４－４１７頁）、例え
ば、（Ｒ）－２－［４－［（６－クロロ－２－ベンゾオキサゾリル）オキシ］フェノキシ
］プロパン酸エチル；
　（Ｂ１．６）　ハロキシホップ－Ｐ（ＰＭ、第５２－５２７頁）及びそのエステル、例
えば、（Ｒ）－２－［４－［［３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）－２－ピリジニ
ル］オキシ］フェノキシ］プロパン酸メチル；
　（Ｂ１．７）　フルアジホップ－Ｐ－ブチル（ＰＭ、第４４４－４４６頁）、例えば、
（Ｒ）－２－［４－［［５－（トリフルオロメチル）－２－ピリジニル］オキシ］フェノ
キシ］プロパン酸ブチル；
　（Ｂ１．８）　キザロホップ－Ｐ（ＰＭ、第８７６－８７８頁）及びそのエステル、例
えば、２－［４－（６－クロロ－２－キノキサリニルオキシ）フェノキシ］プロパン酸エ
チル；
　（Ｂ１．９）　セトキシジム（ＰＭ、第８８７－８８８頁）、例えば、（＋）－２－［
１－（エトキシイミノ）ブチル］－５－［２－（エチルチオ）プロピル］－３－ヒドロキ
シ－２－シクロヘキセン－１－オン；
　（Ｂ１．１０）　クレトジム（ＰＭ、第１８５－１８６頁）、例えば、（Ｅ，Ｅ）－（
＋）－２－［１－［［（３－クロロ－２－プロペニル）オキシ］イミノ］プロピル］－５
－［２－（エチルチオ）プロピル］－３－ヒドロキシ－２－シクロヘキセン－１－オン；
　（Ｂ１．１１）　テプラロキシジム（ＰＭ、第９３６－９３７頁）、例えば、２－［１
－［［［（２Ｅ）－３－クロロ－２－プロペニル］オキシ］イミノ］プロピル］－３－ヒ
ドロキシ－５－（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イル）－２－シクロヘキセン－１－
オン；
　（Ｂ１．１２）　メソスルフロン－メチル（ＰＭ、第６３０－６３２頁）、例えば、２
－［［［［（４，６－ジメトキシ－２－ピリミジニル）アミノ］カルボニル］アミノ］ス
ルホニル］－４－［［（メチルスルホニル）アミノ］メチル］安息香酸メチル；
　（Ｂ１．１３）　ヨードスルフロン－メチル及びその塩（ＰＭ、第５７３－５７４頁）
、例えば、４－ヨード－２［［［［（４－メトキシ－６－メチル－１，３，５－トリアジ
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ン－２－イル）アミノ］カルボニル］アミノ］スルホニル］安息香酸メチルモノナトリウ
ム塩；
　（Ｂ１．１４）　スルホスルフロン（ＰＭ、第９１３－９１５頁）、例えば、Ｎ－［［
（４，６－ジメトキシ－２－ピリミジニル）アミノ］カルボニル］－２－（エチルスルホ
ニル）イミダゾ［１，２－ａ］ピリジン－３－スルホンアミド；
　（Ｂ１．１５）　フルピルスルフロン－メチル及びその塩（ＰＭ、第４７０－４７３頁
）、例えば、２－［［［［（４，６－ジメトキシ－２－ピリミジニル）アミノ］カルボニ
ル］アミノ］スルホニル］－６－（トリフルオロメチル）－３－ピリジンカルボン酸メチ
ルモノナトリウム塩；
　（Ｂ１．１６）　フェントラザミド（ＰＭ、第４２７－４２８頁）、例えば、４－（２
－クロロフェニル）－Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－エチル－４，５－ジヒドロ－５－オキソ
－１Ｈ－テトラゾール－１－カルボキサミド；
　（Ｂ１．１７）　メフェナセット（ＰＭ、第６２１－６２２頁）、例えば、２－（２－
ベンゾチアゾリルオキシ）－Ｎ－メチル－Ｎ－フェニルアセトアミド；
　（Ｂ１．１８）　イマザメタベンズ－メチル（ＰＭ、第５５１－５５２頁）、例えば、
２－［４，５－ジヒドロ－４－メチル－４－（１－メチルエチル）－５－オキソ－１Ｈ－
イミダゾール－２－イル］－４（又は、５）－メチル安息香酸メチル；
　（Ｂ１．１９）　イマゼタピル（ＰＭ、第５５８－５６０頁）、例えば、２－［４，５
－ジヒドロ－４－メチル－４－（１－メチルエチル）－５－オキソ－１Ｈ－イミダゾール
－２－イル］－５－エチル－３－ピリジンカルボン酸；
　（Ｂ１．２０）　イマザモックス（ＰＭ、第５５２－５５３頁）、例えば、２－［４，
５－ジヒドロ－４－メチル－４－（１－メチルエチル）－５－オキソ－１Ｈ－イミダゾー
ル－２－イル］－５－（メトキシメチル）－３－ピリジンカルボン酸；
　（Ｂ１．２１）　フルルタモン（ＰＭ、第４８２－４８３頁）、例えば、５－（メチル
アミノ）－２－フェニル－４－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］－３（２Ｈ）－
フラノン；
　（Ｂ１．２２）　イソプロツロン（ＰＭ、第５８４－５８５頁）、例えば、Ｎ，Ｎ－ジ
メチル－Ｎ’－［４－（１－メチルエチル）フェニル］尿素；
　（Ｂ１．２３）　キンクロラック（ＰＭ、第８６９－８７０頁）、例えば、３，７－ジ
クロロ－８－キノリンカルボン酸；
からなる化合物（ここで、上記化合物は、「一般名」で記載されており、また、例えば、
「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」　１３ｔｈ　Ｅｄ．、Ｂｒｉｔｉｓｈ　
Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　２００３」（短縮して「ＰＭ」と記
載されている）を参照している）の群から選択された、主として有害な単子葉植物に対し
て活性を示す除草剤を含んでおり、
　群（Ｂ２）は、
　（Ｂ２．１）　２，４－ＤＢ（ＰＭ、第２６４－２６６頁）並びにその塩及びエステル
、例えば、（２，４－ジクロロフェノキシ）酢酸；
　（Ｂ２．２）　ジカンバ（ＰＭ、第２７８－２８０頁）並びにその塩及びエステル、例
えば、３，６－ジクロロ－２－メトキシ安息香酸；
　（Ｂ２．３）　クロマゾン（ＰＭ、第１９１頁）、例えば、２－［（２－クロロフェニ
ル）メチル］－４，４－ジメチル－３－イソオキサゾリジノン；
　（Ｂ２．４）　トリクロピル（ＰＭ、第１００１－１００２頁）並びにその塩及びエス
テル、例えば、［（３，５，６－トリクロロ－２－ピリジニル）オキシ］酢酸；
　（Ｂ２．５）　フルロキシピル並びにその塩及びエステル（ＰＭ、第４７８－４８１頁
）、例えば、［（４－アミノ－３，５－ジクロロ－６－フルオロ－２－ピリジニル）オキ
シ］酢酸１－メチルヘプチル；
　（Ｂ２．６）　チフェンスルフロン－メチル（ＰＭ、第９６３－９６５頁）、例えば、
３－［［［［（４－メトキシ－６メチル－１，３，５－トリアジン－２－イル）アミノ］
カルボニル］アミノ］スルホニル］－２－チオフェンカルボン酸メチル；
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　（Ｂ２．７）　アミドスルフロン（ＰＭ、第２７－２８頁）、例えば、Ｎ－［［［［（
４，６－ジメトキシ－２－ピリミジニル）アミノ］カルボニル］アミノ］スルホニル］－
Ｎ－メチル－メタンスルホンアミド；
　（Ｂ２．８）　トリベヌロン－メチル（ＰＭ、第９９６－９９８頁）、例えば、２－［
［［［（４－メトキシ－６－メチル－１，３，５－トリアジン－２－イル）メチルアミノ
］カルボニル］アミノ］スルホニル］安息香酸メチル；
　（Ｂ２．９）　メトスルフロン－メチル（ＰＭ、第６７７－６７８頁）、例えば、２－
［［［［（４－メトキシ－６－メチル－１，３，５－トリアジン－２－イル）アミノ］カ
ルボニル］アミノ］スルホニル］安息香酸メチル；
　（Ｂ２．１０）　ピクロラム並びにその塩及びエステル（ＰＭ、第７８２－７８５頁）
、例えば、４－アミノ－３，５，６－トリクロロ－２－ピリジンカルボン酸；
　（Ｂ２．１１）　カルフェントラゾン－エチル（ＰＭ、第１４３－１４４頁）、例えば
、α，２－ジクロロ－５－［４－（ジフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－３－メチル
－５－オキソ－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル］－４－フルオロベンゼンプ
ロパン酸エチル；
　（Ｂ２．１２）　クロピラリド（chlopyralid）（ＰＭ、第１９４－１９５頁）、例え
ば、３，６－ジクロロ－２－ピリジンカルボン酸；
　（Ｂ２．１３）　ブタフェナシル（batafenacil）（ＰＭ、第１２０－１２１頁）、例
えば、２－クロロ－５－［３，６－ジヒドロ－３－メチル－２，６－ジオキソ－４－（ト
リフルオロメチル）－１（２Ｈ）ピリミジニル］安息香酸１，１－ジメチル－２－オキソ
－２－（２－プロペニルオキシ）エチル；
　（Ｂ２．１４）　イソキサベン（ＰＭ、第５８７－５８８頁）、例えば、Ｎ－［３－（
１－エチル－１－メチルプロピル）－５－イソオキサゾリル］－２，６－ジメトキシベン
ズアミド；
　（Ｂ２．１５）　チアゾピル（ＰＭ、第９６１－９６２頁）、例えば、２－（ジフルオ
ロメチル）－５－（４，５－ジヒドロ－２－チアゾリル）－４－（２－メチルプロピル）
－６－（トリフルオロメチル）－３－ピリジンカルボン酸メチル；
　（Ｂ２．１６）　フルルタモン（ＰＭ、第４８２－４８３頁）、例えば、５－（メチル
アミノ）－２－フェニル－４－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］－３（２Ｈ）－
フラノン；
　（Ｂ２．１７）　アクロニフェン（ＰＭ、第１３頁）、例えば、２－クロロ－６－ニト
ロ－３－フェノキシベンゼンアミン；
　（Ｂ２．１８）　ラクトフェン（ＰＭ、第５９６－５９７頁）、例えば、（２－エトキ
シ－１－メチル－２－オキソエチル）－５－［２－クロロ－４－（トリフルオロメチル）
フェノキシ］－２－ニトロベンゾエート；
　（Ｂ２．１９）　ホメサフェン（ＰＭ、第４９２－４９３頁）、例えば、５－［２－ク
ロロ－４－（トリフルオロメチル）フェノキシ］－Ｎ－（メチルスルホニル）－２－ニト
ロベンズアミド；
　（Ｂ２．２０）　クロリムロン－エチル（ＰＭ、第１６１－１６２頁）、２－［［［［
（４－クロロ－６－メトキシ－２－ピリミジニル）アミノ］カルボニル］アミノ］スルホ
ニル］安息香酸エチル；
　（Ｂ２．２１）　メソトリオン（ＰＭ、第６３１－６３２頁）、２－［４－（メチルス
ルホニル）－２－ニトロベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン；
　（Ｂ２．２２）　スルコトリオン（ＰＭ、第９０８－９０９頁）、例えば、２－［２－
クロロ－４－（メチルスルホニル）ベンゾイル］－１，３－シクロヘキサンジオン；
　（Ｂ２．２３）
【０００８】
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【化８】

　　（ＷＯ０１／７４７８５により既知）；
　（Ｂ２．２４）
【０００９】
【化９】

　　（ＷＯ０１／７４７８５により既知）；
　（Ｂ２．２５）　ブロモキシニル（ＰＭ、第１１１－１１３頁）並びにその塩及びエス
テル、例えば、３，５－ジブロモ－４－ヒドロキシベンゾニトリル；
　（Ｂ２．２６）　アイオキシニル（ＰＭ、第５７４－５７６頁）並びにその塩及びエス
テル、例えば、４－ヒドロキシ－３，５－ジヨードベンゾニトリル；
　（Ｂ２．２７）　ジフルフェニカン（ＰＭ、第３１０－３１１頁）、例えば、Ｎ－（２
，４－ジフルオロフェニル）－２－［３－（トリフルオロメチル）フェノキシ］－３－ピ
リジンカルボキサミド；
　（Ｂ２．２８）　ピコリナフェン（ＰＭ、第７８５－７８６頁）、例えば、Ｎ－（４－
フルオロフェニル）－６－［３－（トリフルオロメチル）フェノキシ］－２－ピリジンカ
ルボキサミド；
からなる化合物（ここで、上記化合物は、「一般名」で記載されており、また、例えば、
「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」　１３ｔｈ　Ｅｄ．、Ｂｒｉｔｉｓｈ　
Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　２００３」（短縮して「ＰＭ」と記
載されている）を参照している）の群から選択された、主として有害なイネ科様及び双子
葉植物に対して活性を示す除草剤を含んでおり、
　群（Ｂ３）は、
　（Ｂ３．１）　ホラムスルフロン（ＰＭ、第４９４－４９５頁）、例えば、２－［［［
［（４，６－ジメトキシ－２－ピリミジニル）アミノ］カルボニル］アミノ］スルホニル
］－４－（ホルミルアミノ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンズアミド；
　（Ｂ３．２）　ヨードスルフロン－メチル及びその塩（ＰＭ、第５７３－５７４頁）、
例えば、４－ヨード－２－［［［［（４－メトキシ－６－メチル－１，３，５－トリアジ
ン－２－イル）アミノ］カルボニル］アミノ］スルホニル］安息香酸メチルモノナトリウ
ム塩；
　（Ｂ３．３）　スルホスルフロン（ＰＭ、第９１３－９１５頁）、例えば、Ｎ－［［（
４，６－ジメトキシ－２－ピリミジニル）アミノ］カルボニル］－２－（エチルスルホニ
ル）イミダゾ［１，２－ａ］ピリジン－３－スルホンアミド；
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　（Ｂ３．４）　アミカルバゾン（ＰＭ、第２６－２７頁）、例えば、４－アミノ－Ｎ－
（１，１－ジメチルエチル）－４，５－ジヒドロ－３－（１－メチルエチル）－５－オキ
ソ－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－カルボキサミド；
　（Ｂ３．５）　プロポキシカルバゾン－ナトリウム（ＰＭ、第８３１－８３２頁）、例
えば、２－［［［（４，５－ジヒドロ－４－メチル－５－オキソ－３－プロポキシ－１Ｈ
－１，２，４－トリアゾール－１－イル）カルボニル］アミノ］スルホニル］安息香酸メ
チルナトリウム塩；
　（Ｂ３．６）　フルカルバゾン－ナトリウム（ＰＭ、第４４７－４４８頁）、例えば、
４，５－ジヒドロ－３－メトキシ－４－メチル－５－オキソ－Ｎ－［［２－（トリフルオ
ロメトキシ）フェニル］スルホニル］－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－カルボキ
サミドナトリウム塩；
　（Ｂ３．７）　フルフェナセット（ＰＭ、第４５４－４５５頁）、例えば、Ｎ－（４－
フルオロフェニル）－Ｎ－（１－メチルエチル）－２－［［５－（トリフルオロメチル）
－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］オキシ］アセトアミド；
　（Ｂ３．８）　メトリブジン（ＰＭ、第６７５－６７６頁）、例えば、４－アミノ－６
－（１，１－ジメチルエチル）－３－（メチルチオ）－１，２，４－トリアジン－５（４
Ｈ）－オン；
　（Ｂ３．９）　トリアスルフロン（ＰＭ、第９９０－９９１頁）、例えば、２－（２－
クロロエトキシ）－Ｎ－［［（４－メトキシ－６－メチル－１，３，５－トリアジン－２
－イル）アミノ］カルボニル］ベンゼンスルホンアミド；
　（Ｂ３．１０）　ナプロアニリド（ＰＭ、第６９５－６９６頁）、例えば、２－（２－
ナフタレニルオキシ）－Ｎ－フェニルプロパンアミド；
　（Ｂ３．１１）　イマザピル（ＰＭ、第５５５－５５６頁）、例えば、２－［４，５－
ジヒドロ－４－メチル－４－（１－メチルエチル）－５－オキソ－１Ｈ－イミダゾール－
２－イル］－３－ピリジンカルボン酸；
　（Ｂ３．１２）　スルホサート（ＥＰ－Ａ　５４３８２）、例えば、トリメチルスルホ
ニウムＮ－ホスホノメチルグリシン；
　（Ｂ３．１３）　シマジン（ＰＭ、第８９１－８９２頁）、例えば、６－クロロ－Ｎ，
Ｎ’－ジエチル－１，３，５－トリアジン－２，４－ジアミン；
　（Ｂ３．１４）　トリフルラリン（ＰＭ、第１０１２－１０１４頁）、例えば、２，６
－ジニトロ－Ｎ，Ｎ－ジプロピル－４－（トリフルオロメチル）ベンゼンアミン；
　（Ｂ３．１５）　ペンジメタリン（ＰＭ、第７５２－７５３頁）、例えば、Ｎ－（１－
エチルプロピル）－３，４－ジメチル－２，６－ジニトロベンゼンアミン；
　（Ｂ３．１６）　オキサジアルギル（ＰＭ、第７２５－７２６頁）、例えば、３－［２
，４－ジクロロ－５－（２－プロピニルオキシ）フェニル］－５－（１，１－ジメチルエ
チル）－１，３，４－オキサジアゾール－２（３Ｈ）－オン；
　（Ｂ３．１７）　オリザリン（ＰＭ、第７２３－７２４頁）、例えば、４－（ジプロピ
ルアミノ）－３，５－ジニトロベンゼンスルホンアミド；
　（Ｂ３．１８）　フラザスルフロン（ＰＭ、第４３７－４３８頁）、例えば、Ｎ－［［
（４，６－ジメトキシ－２－ピリミジニル）アミノ］カルボニル］－３－（トリフルオロ
メチル）－２－ピリジンスルホンアミド；
　（Ｂ３．１９）　スルホメツロン－メチル（ＰＭ、第９１２－９１３頁）、例えば、２
－［［［［（４，６－ジメチル－２－ピリミジニル）アミノ］カルボニル］アミノ］スル
ホニル］安息香酸メチル；
　（Ｂ３．２０）　メタザクロール（ＰＭ、第６４１－６４２頁）、例えば、２－クロロ
－Ｎ－（２，６－ジメチルフェニル）－Ｎ－（１Ｈ－ピラゾール－１－イルメチル）アセ
トアミド；
　（Ｂ３．２１）　メトラクロール（ＰＭ、第６６８－６６９頁）、２－クロロ－Ｎ－（
２－エチル－６－メチルフェニル）－Ｎ－（２－メトキシ－１－メチルエチル）アセトア
ミド；
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　（Ｂ３．２２）　Ｓ－メトラクロール（ＰＭ、第６６９－６７０頁）、例えば、（Ｓ）
－２－クロロ－Ｎ－（２－エチル－６－メチルフェニル）－Ｎ－（２－メトキシ－１－メ
チルエチル）アセトアミド；
　（Ｂ３．２３）　アラクロール（ＰＭ、第１７－１９頁）、例えば、２－クロロ－Ｎ－
（２，６－ジエチルフェニル）－Ｎ－（メトキシメチル）アセトアミド；
　（Ｂ３．２４）　アトラジン（ＰＭ、第３９－４１頁）、例えば、６－クロロ－Ｎ－エ
チル－Ｎ’－（１－メチルエチル）－１，３，５－トリアジン－２，４－ジアミン；
　（Ｂ３．２５）　イソキサフルトール（ＰＭ、第５８９－５９０頁）、例えば、（５－
シクロプロピル－４－イソオキサゾリル）［２－（メチルスルホニル）－４－（トリフル
オロメチル）フェニル］メタノン；
　（Ｂ３．２６）　キンメラック（ＰＭ、第８７０－８７１頁）、例えば、７－クロロ－
３－メチル－８－キノリンカルボン酸；
　（Ｂ３．２７）　フルミクロラック－ペンチル（ＰＭ、第４６０－４６１頁）、例えば
、［２－クロロ－４－フルオロ－５－（１，３，４，５，６，７－ヘキサヒドロ－１，３
－ジオキソ－２Ｈ－イソインドール－２－イル）フェノキシ］酢酸ペンチル；
　（Ｂ３．２８）　キンクロラック（ＰＭ、第８６９－８７０頁）、例えば、３，７－ジ
クロロ－８－キノリンカルボン酸；　（Ｂ３．２９）
【００１０】
【化１０】

　　（ＷＯ００/２１９２４により既知）；
　（Ｂ３．３０）
【００１１】

【化１１】

　　（ＷＯ００/２１９２４により既知）；
　（Ｂ３．３１）
【００１２】
【化１２】

　　（ＷＯ００/２１９２４により既知）；
　（Ｂ３．３２）
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【００１３】
【化１３】

　　（ＷＯ００/２１９２４により既知）；
　（Ｂ３．３３）
【００１４】
【化１４】

　　（ＷＯ００/２１９２４により既知）；
　（Ｂ３．３４）
【００１５】

【化１５】

　　（ＷＯ０１/０９４３３９により既知）；
　（Ｂ３．３５）
【００１６】

【化１６】

　　（ＷＯ０１/０９４３３９により既知）；
　（Ｂ３．３６）
【００１７】
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【化１７】

　　（ＷＯ９６/２６２０６により既知）；
からなる化合物（ここで、上記化合物は、「一般名」で記載されており、また、例えば、
「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」　１３ｔｈ　Ｅｄ．、Ｂｒｉｔｉｓｈ　
Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　２００３」（短縮して「ＰＭ」と記
載されている）を参照している）の群から選択された、主として有害な双子葉植物に対し
て活性を示す除草剤を含んでおり、
　群（Ｂ４）は、
　（Ｂ４．１）　グリホサート、例えば、Ｎ－（ホスホノメチル）グリシン（これは、好
ましくは、グリホサート－イソプロピルアンモニウム、グリホサート－セスキナトリウム
、グリホサート－トリメシウムとして使用される）（ＰＭ、第５１３－５１６頁）；
　（Ｂ４．２）　グルホシネート（これは、「グルホシネート－Ｐ」も包含する）、例え
ば、４－［ヒドロキシ（メチル）ホスフィノイル］－ＤＬ－ホモアラニン、４－［ヒドロ
キシ（メチル）ホスフィノイル］－Ｌ－ホモアラニン（これらは、いずれの場合にも、好
ましくは、グルホシネート－アンモニウム又はグルホシネート－Ｐ－アンモニウムとして
使用される）（ＰＭ、第５１１－５１２頁）；
　（Ｂ４．３）　オキシフルオルフェン（oxyflourfen）（ＰＭ、第７３８－７３９頁）
、例えば、２－クロロ－１－（３－エトキシ－４－ニトロフェノキシ）－４－（トリフル
オロメチル）ベンゼン；
　（Ｂ４．４）　ジウロン（ＰＭ、第３４７－３４８頁）、例えば、Ｎ’－（３，４－ジ
クロロフェニル）－Ｎ，Ｎ－ジメチル尿素；
　（Ｂ４．５）　ＭＳＭＡ、例えば、メチルアルソン酸モノナトリウム；
　（Ｂ４．６）　ブロマシル（ＰＭ、第１０６－１０７頁）、例えば、５－ブロモ－６－
メチル－３－（１－メチルプロピル）－２，４（１Ｈ，３Ｈ）－ピリミジンジオン；
　（Ｂ４．７）　ノルフルラゾン（ＰＭ、第７１１－７１２頁）、４－クロロ－５－（メ
チルアミノ）－２－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］－３（２Ｈ）－ピリダジノ
ン；
　（Ｂ４．８）　アザフェニジン（ＤＥ－Ａ　２８０１４２９）、例えば、２－［２，４
－ジクロロ－５－（２－プロピニルオキシ）フェニル］－５，６，７，８－テトラヒドロ
－１，２，４－トリアゾロ［４，３－ａ］ピリジン－３（２Ｈ）オン；
　（Ｂ４．９）　テブチウロン（ＰＭ、第９２９－９３０頁）、例えば、Ｎ－［５－（１
，１－ジメチルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］－Ｎ，Ｎ’－ジメチ
ル尿素；
からなる化合物（ここで、上記化合物は、「一般名」で記載されており、また、例えば、
「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」　１３ｔｈ　Ｅｄ．、Ｂｒｉｔｉｓｈ　
Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　２００３」（短縮して「ＰＭ」と記
載されている）を参照している）の群から選択された、主として非選択的な除草剤を含ん
でいる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１８】
　本明細書に関連して、活性化合物の「一般名」の短縮形式が使用されている場合、これ
は、いずれの場合も、慣習的な全ての誘導体、例えば、エステル及び塩、並びに、異性体
（特に、光学異性体）、特に、市販されている１種類以上の形態を包含している。「一般
名」がエステル又は塩を表している場合、これも、同様に、いずれの場合も、慣習的な他
の全ての誘導体、例えば、別のエステル及び塩、遊離酸及び中性化合物、並びに、異性体
（特に、光学異性体）、特に、市販されている１種類以上の形態を包含している。所与の
化合物名は、「一般名」に包含される化合物のうちの少なくとも１種類について表してお
り、多くの場合、好ましい化合物を表している。スルホニル尿素などのスルホンアミド類
の場合、塩には、スルホンアミド基の水素原子をカチオンと取り替えることにより形成さ
れる塩も包含される。
【００１９】
　本発明の除草剤組合せを使用する場合、群（Ｂ１）の除草剤は、有害な単子葉植物を防
除するのに特に適しており、群（Ｂ２）の除草剤は、イネ科雑草及び有害な双子葉植物を
防除するのに特に適しており、群（Ｂ３）の除草剤は、有害な双子葉植物を防除するのに
特に適しており、群（Ｂ４）の除草剤は、有害な植物又はトランスジェニック作物内の有
害な植物を非選択的に防除するのに特に適している。
【００２０】
　本発明の除草剤組合せは、除草剤として有効量の成分（Ａ）及び成分（Ｂ）を含んでお
り、また、さらなる成分、例えば、異なったタイプの農芸化学的活性化合物、及び／若し
くは、作物保護において慣習的な添加剤、及び／若しくは、製剤助剤などを含有し得るか
、又は、これらの化合物と一緒に使用し得る。相乗作用的に有効な量の成分（Ａ）及び成
分（Ｂ）を含んでいる除草剤組合せが好ましい。
【００２１】
　好ましい実施形態では、本発明の除草剤組合せは、相乗作用を示す。そのような相乗作
用は、例えば、活性化合物（Ａ）及び活性化合物（Ｂ）を一緒に施用するときに観察され
得る。しかしながら、そのような相乗作用は、しばしば、該活性化合物を異なった時間に
施用する場合にも観察され得る（分割処理（splitting））。個々の除草剤又は除草剤組
合せを複数の部分に分けて施用（体系処理（sequential application））することも可能
である。そのような施用は、例えば、発生前施用とその後の発生後施用、又は、発生後初
期施用（early post-emergence application）とその後の発生後中期施用（medium post-
emergence application）若しくは発生後後期施用（late post-emergence application）
などである。本発明においては、本発明除草剤組合せの活性化合物を共同で施用するか又
は殆ど同時に施用するのが好ましい。
【００２２】
　その相乗効果により、個々の活性化合物の施用量を低減することが可能となり、同じ施
用量ではより高い効力を得ることが可能となり、これまで防除できなかった種（ギャップ
（gap））を防除することが可能となり、施用期間を拡大することが可能となり、及び／
又は、別々に行う施用の回数を低減することが可能となり、また、使用者に対する結果と
しては、経済的及び生態学的にさらに有利な除草体系が可能となる。
【００２３】
　例えば、本発明による除草剤（Ａ）＋（Ｂ）の組合せでは、活性は相乗的に増強され、
個々の除草剤（Ａ）及び除草剤（Ｂ）により達成され得る活性を、はるかに、予期できな
いほど上回ることが可能となる。
【００２４】
　群（Ａ）及び群（Ｂ）で言及されている式には、全ての立体異性体及びそれらの混合物
が包含され、特に、ラセミ混合物も包含されていて、エナンチオマーが存在し得る場合は
、生物学的に活性なそれぞれのエナンチオマーが包含されている。
【００２５】
　群（Ａ）の化合物は、例えば、ＤＥ－Ａ－１０３１１３００又はＤＥ－Ａ－１０３５１
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６４６などに記載されている。化合物Ａ．１６、化合物Ａ．１７及び化合物Ａ．１８は、
これまで知られていない。それらは、ＤＥ－Ａ－１０３１１３００において具体的に述べ
られている方法で調製することができる。それらは特定の除草活性を有しており、また、
それらは、作物保護における除草剤として使用するのに適しているので、それら化合物Ａ
．１６、化合物Ａ．１７及び化合物Ａ．１８、並びに、化合物Ａ．１６、化合物Ａ．１７
及び化合物Ａ．１８を含んでいる除草剤組成物も、本出願の主題の一部を形成する。
【００２６】
　群（Ｂ１）～（Ｂ４）の化合物は、既知除草剤である。該群の以下のメンバーは、成分
（Ａ）の化合物の混合相手として特に好ましい。
【００２７】
　群（Ｂ１）：ジクロホップ－メチル（Ｂ１．２）；フェノキサプロップ－Ｐ－エチル（
Ｂ１．５）、メソスルフロン－メチル（Ｂ１．１２）、ヨードスルフロン－メチル－ナト
リウム（Ｂ１．１３）、フェントラザミド（Ｂ１．１６）、メフェナセット（Ｂ１．１７
）、フルルタモン（Ｂ１．２１）、イソプロツロン（Ｂ１．２２）。
【００２８】
　群（Ｂ２）：アミドスルフロン（Ｂ２．７）、フルルタモン（Ｂ２．１６）、アクロニ
フェン（Ｂ２．１７）、ラクトフェン（Ｂ２．１８）、ブロモキシニル（Ｂ２．２５）、
アイオキシニル（Ｂ２．２６）、ジフルフェニカン（Ｂ２．２７）。
【００２９】
　群（Ｂ３）：ホラムスルフロン（Ｂ３．１）、ヨードスルフロン－メチル－ナトリウム
（Ｂ３．２）、アミカルバゾン（Ｂ３．４）、プロポキシカルバゾン－ナトリウム（Ｂ３
．５）、フルカルバゾン－ナトリウム（Ｂ３．６）、フルフェナセット（Ｂ３．７）、メ
タザクロール（Ｂ３．２０）、イソキサフルトール（Ｂ３．２５）、化合物（Ｂ３．２９
）、化合物（Ｂ３．３０）、化合物（Ｂ３．３１）、化合物（Ｂ３．３２）、化合物（Ｂ
３．３３）。
【００３０】
　群（Ｂ４）：グルホシネート（Ｂ４．２）、ジウロン（Ｂ４．４）。
【００３１】
　１種類以上の除草剤（Ａ）と、一種類以上の除草剤（Ｂ）、好ましくは、群（Ｂ１）又
は（Ｂ２）、（Ｂ３）又は（Ｂ４）から選択された除草剤（Ｂ）からなる除草剤組合せが
好ましい。さらに、以下のスキームに従う、除草剤（Ａ）と１種類以上の除草剤（Ｂ）の
組合せが好ましい：（Ａ）+（Ｂ１）+（Ｂ２）、（Ａ）+（Ｂ１）+（Ｂ３）、（Ａ）+（
Ｂ１）+（Ｂ４）、（Ａ）+（Ｂ２）+（Ｂ３）、（Ａ）+（Ｂ２）+（Ｂ４）、（Ａ）+（Ｂ
３）+（Ｂ４）、又は、（Ａ）+（Ｂ１）+（Ｂ２）+（Ｂ３）。
【００３２】
　群（Ａ）及び群（Ｂ）の活性化合物の施用量は、広い範囲で、例えば、０．００１～８
ｋｇ　ａｓ／ｈａの範囲でさまざまであり得る。本明細書において略語「ａｓ／ｈａ」が
使用されている場合、これは、いつも、１００％純粋な活性化合物に基づいた「１ヘクタ
ール当たりの活性物質」を意味するものと理解されるべきである。
【００３３】
　群（Ａ）の化合物と群（Ｂ１）の化合物の間の本発明による組合では、群（Ｂ１）の化
合物は、通常、０．００１～１．５ｋｇ　ａｓ／ｈａ、好ましくは、０．００５～１．２
ｋｇ　ａｓ／ｈａの施用量で施用する。群（Ａ）の化合物と群（Ｂ）の化合物の間の残り
の組合せでは、群（Ｂ）の化合物は、通常、０．００１～８ｋｇ　ａｓ／ｈａ、好ましく
は、０．００５～５ｋｇ　ａｓ／ｈａの施用量で施用する。本発明による組合せでは、群
（Ａ）の１種類又は複数種類の化合物は、好ましくは、１～１２０ｇ　ａｉ／ｈａの施用
量で使用する。
【００３４】
　群（Ａ）の化合物の群（Ｂ１）の化合物に対する混合比は、有利には、１：１５００～
１２０：１、好ましくは、１：４００～１８：１である。群（Ａ）の化合物の群（Ｂ２）
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、群（Ｂ３）又は群（Ｂ４）の化合物に対する混合比は、有利には、１：８０００～８０
０：１、好ましくは、１：１００～１００：１である。
【００３５】
　該活性化合物は、一般に、水溶性水和剤（ＷＰ）として、顆粒水和剤（ＷＤＧ）として
、水乳化性顆粒剤（water-emulsifiable granule）（ＷＥＧ）として、サスポエマルショ
ン剤（ＳＥ）として、又は、油懸濁製剤（oil suspension concentrate）として、製剤す
ることが出来る。
【００３６】
　群（Ａ）及び群（Ｂ）の活性化合物を作物植物内で使用する場合、作物植物に対して与
える可能性のある損傷を低減するか又は回避するために、作物植物に応じて、特定の施用
量より多い量の薬害軽減剤を施用することは、適切であり得る。適切な薬害軽減剤の例は
、ケトエノール系除草剤との組合せで薬害軽減剤として作用するものである。適切な薬害
軽減剤は、ＷＯ０３/０１３２４９により知られている。
【００３７】
　以下の化合物群は、例えば、上記で挙げた除草活性化合物（Ａ）及び（Ｂ）に対する薬
害軽減剤として適している。
【００３８】
　（ａ）　ジクロロフェニルピラゾリン－３－カルボン酸のタイプの化合物（Ｓ１）、好
ましくは、１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－（エトキシカルボニル）－５－メチ
ル－２－ピラゾリン３－カルボン酸エチル（Ｓ１－１、メフェンピル－ジエチル、ＰＭ、
第５９４－５９５頁）及び関連化合物（例えば、ＷＯ９１／０７８７４及びＰＭ（第５９
４－５９５頁）に記載されている）などの化合物。
【００３９】
　（ｂ）　ジクロロフェニルピラゾールカルボン酸の誘導体、好ましくは、１－（２，４
－ジクロロフェニル）－５－メチルピラゾール－３－カルボン酸エチル（Ｓ１－２）、１
－（２，４－ジクロロフェニル）－５－イソプロピルピラゾール－３－カルボン酸エチル
（Ｓ１－３）、１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－（１，１－ジメチルエチル）ピ
ラゾール－３－カルボン酸エチル（Ｓ１－４）、１－（２，４－ジクロロフェニル）－５
－フェニルピラゾール－３－カルボン酸エチル（Ｓ１－５）及び関連化合物（ＥＰ－Ａ－
３３３１３１及びＥＰ－Ａ－２６９８０６に記載されている）などの化合物。
【００４０】
　（ｃ）　トリアゾールカルボン酸のタイプの化合物（Ｓ１）、好ましくは、フェンクロ
ラゾール（fenchlorazole）、即ち、１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－トリクロ
ロメチル－（１Ｈ）－１，２，４－トリアゾール－３－カルボン酸エチル（Ｓ１－６）及
び関連化合物（ＥＰ－Ａ－１７４５６２及びＥＰ－Ａ－３４６６２０を参照されたい）な
どの化合物。
【００４１】
　（ｄ）　５－ベンジル－若しくは５－フェニル－２－イソオキサゾリン－３－カルボン
酸又は５，５－ジフェニル－２－イソオキサゾリン－３－カルボン酸のタイプの化合物、
好ましくは、５－（２，４－ジクロロベンジル）－２－イソオキサゾリン－３－カルボン
酸エチル（Ｓ１－７）若しくは５－フェニル－２－イソオキサゾリン－３－カルボン酸エ
チル（Ｓ１－８）及び関連化合物（例えば、ＷＯ９１／０８２０２に記載されている）な
どの化合物、あるいは、５，５－ジフェニル－２－イソオキサゾリン－３－カルボン酸及
びそのエチルエステル（Ｓ１－９、イソキサジフェン－エチル）又はそのｎ－プロピルエ
ステル（Ｓ１－１０）のタイプの化合物、あるいは、５－（４－フルオロフェニル）－５
－フェニル－２－イソオキサゾリン－３－カルボン酸エチル（Ｓ１－１１）のタイプの化
合物（特許出願ＷＯ－Ａ－９５／０７８９７に記載されている）。
【００４２】
　（ｅ）　８－キノリンオキシ酢酸のタイプの化合物（Ｓ２）、好ましくは、（５－クロ
ロ－８－キノリンオキシ）酢酸１－メチルヘキス－１－イル（Ｓ２－１、クロキントセッ
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ト－メキシル、例えば、ＰＭ、第１９５－１９６頁）、（５－クロロ－８－キノリンオキ
シ）酢酸１，３－ジメチルブト－１－イル（Ｓ２－２）、（５－クロロ－８－キノリンオ
キシ）酢酸４－アリルオキシブチル（Ｓ２－３）、（５－クロロ－８－キノリンオキシ）
酢酸１－アリルオキシプロプ－２－イル（Ｓ２－４）、（５－クロロ－８－キノリンオキ
シ）酢酸エチル（Ｓ２－５）、（５－クロロ－８－キノリンオキシ）酢酸メチル（Ｓ２－
６）、（５－クロロ－８－キノリンオキシ）酢酸アリル（Ｓ２－７）、（５－クロロ－８
－キノリンオキシ）酢酸２－（２－プロピリデンイミノオキシ）－１－エチル（Ｓ２－８
）、（５－クロロ－８－キノリンオキシ）酢酸２－オキソプロプ－１－イル（Ｓ２－９）
及び関連化合物（ＥＰ－Ａ－８６７５０、ＥＰ－Ａ－９４３４９及びＥＰ－Ａ－１９１７
３６又はＥＰ－Ａ－０４９２３６６に記載されている）。
【００４３】
　（ｆ）　（５－クロロ－８－キノリンオキシ）マロン酸のタイプの化合物、好ましくは
、（５－クロロ－８－キノリンオキシ）マロン酸ジエチル、（５－クロロ－８－キノリン
オキシ）マロン酸ジアリル、（５－クロロ－８－キノリンオキシ）マロン酸メチルエチル
及び関連化合物（ＥＰ－Ａ－０５８２１９８に記載されている）などの化合物。
【００４４】
　（ｇ）　フェノキシ酢酸若しくはフェノキシプロピオン酸誘導体又は芳香族カルボン酸
のタイプの活性化合物、例えば、２，４－ジクロロフェノキシ酢酸（エステル）（２，４
－Ｄ）、４－クロロ－２－メチルフェノキシプロピオン酸エステル（メコプロップ）、Ｍ
ＣＰＡ又は３，６－ジクロロ－２－メトキシ安息香酸（エステル）（ジカンバ）など。
【００４５】
　（ｈ）　ピリミジンのタイプの活性化合物、例えば、「フェンクロリム」（ＰＭ、第３
８６－３８７頁）（＝４，６－ジクロロ－２－フェニルピリミジン）など。
【００４６】
　（ｉ）　ジクロルアセトアミドのタイプの活性化合物（これらは、しばしば、発生前薬
害軽減剤（土壌活性薬害軽減剤）として使用される）、例えば、
「ジクロルミド」（ＰＭ、第２７０－２７１）（＝Ｎ，Ｎ－ジアリル－２，２－ジクロロ
アセトアミド）、
「ＡＲ－２９１４８」（＝３－ジクロロアセチル－２，２，５－トリメチル－１，３－オ
キサゾリドン（Ｓｔａｕｆｆｅｒ製））、
「ベノキサコール」（ＰＭ、第７４－７５頁）（＝４－ジクロロアセチル－３，４－ジヒ
ドロ－３－メチル－２Ｈ－１，４－ベンゾオキサジン）、
「ＡＰＰＧ－１２９２」（＝Ｎ－アリル－Ｎ－［（１，３－ジオキソラン－２－イル）メ
チル］ジクロロアセトアミド（ＰＰＧ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ製））、
「ＡＤＫ－２４」（＝Ｎ－アリル－Ｎ－［（アリルアミノカルボニル）メチル］ジクロロ
アセトアミド（Ｓａｇｒｏ－Ｃｈｅｍ製））、
「ＡＡＤ－６７」又は「ＡＭＯＮ　４６６０」（＝３－ジクロロアセチル－１－オキサ－
３－アザスピロ［４，５］デカン（Ｎｉｔｒｏｋｅｍｉａ製又はＭｏｎｓａｎｔｏ製））
、
「ジクロノン（diclonon）」又は「ＡＢＡＳ１４５１３８」又は「ＡＬＡＢ１４５１３８
」（＝３－ジクロロアセチル－２，５，５－トリメチル－１，３－ジアザビシクロ［４．
３．０］ノナン（ＢＡＳＦ製））
及び
「フリラゾール」又は「ＡＭＯＮ　１３９００」（ＰＭ、第４８２－４８３頁を参照され
たい）（＝（ＲＳ）－３－ジクロロアセチル－５－（２－フリル）－２，２－ジメチルオ
キサゾリドン）など。
【００４７】
　（ｊ）　ジクロロアセトン誘導体のタイプの活性化合物、例えば、
「ＡＭＧ　１９１」（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．Ｎｏ．９６４２０－７２－３）（＝２－ジクロロ
メチル－２－メチル－１，３－ジオキソラン（Ｎｉｔｒｏｋｅｍｉａ製））など。
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　（ｋ）　オキシイミノ化合物のタイプの活性化合物（これは、種子粉衣剤（seed dress
ings）として知られている）、例えば，
「オキサベトリニル」（ＰＭ、第６８９頁）（＝（Ｚ）－１，３－ジオキソラン－２－イ
ルメトキシイミノ（フェニル）アセトニトリル）（これは、メトラロールに起因する損傷
に対する種子粉衣薬害軽減剤として知られている）、
「フルクソフェニム（fluxofenim）」（ＰＭ、第４６７－４６８頁）（＝１－（４－クロ
ロフェニル）－２，２，２－トリフルオロ－１－エタノンＯ－（１，３－ジオキソラン－
２－イルメチルオキシム）（これは、メトラロールに起因する損傷に対する種子粉衣薬害
軽減剤として知られている）、
及び、
「シオメトリニル（cyometrinil）」又は「Ａ－ＣＧＡ－４３０８９」（ＰＭ、第９８３
頁）（＝（Ｚ）－シアノメトキシイミノ（フェニル）アセトニトリル）（これは、メトラ
ロールに起因する損傷に対する種子粉衣薬害軽減剤として知られている）。
【００４９】
　（ｌ）　チアゾールカルボン酸エステルのタイプの活性化合物（これは、種子粉衣剤と
して知られている）、例えば、
「フルラゾール（flurazole）」（ＰＭ、第４５０－４５１頁）（＝２－クロロ－４－ト
リフルオロメチル－１，３－チアゾール－５－カルボン酸ベンジル）（これは、アラクロ
ール及びメトラロールに起因する損傷に対する種子粉衣薬害軽減剤として知られている）
。
【００５０】
　（ｍ）　ナフタレンジカルボン酸誘導体のタイプの活性化合物（これは、種子粉衣剤と
して知られている）、例えば、
「ナフタル酸無水物」（ＰＭ、第１００９－１０１０頁）（＝１，８－ナフタレンジカル
ボン酸無水物）（これは、チオカーバメート系除草剤に起因する損傷に対するトウモロコ
シ用の種子粉衣薬害軽減剤として知られている）。
【００５１】
　（ｎ）　クロマン酢酸誘導体のタイプの活性化合物、例えば、
「ＡＣＬ　３０４４１５」（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．Ｎｏ．３１５４１－５７－８）（＝２－８
４－カルボキシクロマン－４－イル）酢酸（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｙａｎａｍｉｄ製））
。
【００５２】
　（ｏ）　有害な植物に対する除草作用に加えて作物植物における薬害軽減剤作用も有し
ている活性化合物、例えば、
「ジメピペレート」又は「ＡＭＹ－９３」（ＰＭ、第３０２－３０３頁）（＝ピペリジン
－１－チオカルボン酸Ｓ－１－メチル－１－フェニルエチル）、
「ダイムロン」又は「ＡＳＫ　２３」（ＰＭ、第２４７頁）（＝１－（１－メチル－１－
フェニルエチル）－３－ｐ－トリル－尿素）、
「クミルロン」＝「ＡＪＣ－９４０」（＝３－（２－クロロフェニルメチル）－１－（１
－メチル－１－フェニルエチル）尿素（ＪＰ－Ａ－６００８７２５４を参照されたい）、
「メトキシフェノン」又は「ＡＮＫ　０４９」（＝３，３’－ジメチル－４－メトキシベ
ンゾフェノン）、
「ＣＳＢ」（＝１－ブロモ－４－（クロロメチルスルホニル）ベンゼン）（ＣＡＳ－Ｒｅ
ｇ．Ｎｏ．５４０９１－０６－４（Ｋｕｍｉａｉ製））、
アシルスルファモイルベンズアミドのタイプの化合物、例えば、下記式（ＩＩＩ）で表さ
れる化合物（これは、例えば、ＷＯ９９／１６７４４により知られている）：
【００５３】
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【化１８】

【００５４】
【表１】

【００５５】
　本発明の除草剤組合せは、適切な場合には薬害軽減剤の存在下で、作物植物内の、例え
ば、経済的に重要な作物内の、例えば、禾穀類（例えば、コムギ、オオムギ、ライムギ、
オートムギ、イネ、トウモロコシ、アワ）、テンサイ、サトウキビ、アブラナ、ワタ及び
ダイズ内の、有害な植物を防除するのに適している。本発明において特に興味深いものは
、いずれの場合にも発生前法及び発生後法による、禾穀類（特に、コムギ、オオムギ、ラ
イムギ、オートムギ、それらの交配種（例えば、ライコムギ）、イネ、トウモロコシ及び
アワ）における使用、及び、双子葉植物の作物における使用である。
【００５６】
　本発明には、さらにまた、成分（Ａ）と成分（Ｂ）に加えて１種類以上の異なった構造
のさらなる農芸化学的活性化合物（例えば、除草剤、殺虫剤、殺菌剤又は薬害軽減剤）を
含んでいる除草剤組合せも包含される。特に本発明による組合せ（Ａ）＋（Ｂ）に関して
概説した好ましい条件は、それらが本発明の組合せ（Ａ）＋（Ｂ）を含んでいる場合、当
該組合せ（Ａ）＋（Ｂ）に関して、主として、上記組合せにも当てはまる。
【００５７】
　特に興味深いものは、以下の化合物（Ａ）＋（Ｂ）を含んでいる除草剤組合せの施用で
ある：
【００５８】
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【００５９】
　これらの興味深い（Ａ）＋（Ｂ）の組合せの全てに対して、薬害軽減剤「メフェンピル
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－ジエチル」（Ｓ１－１）を添加することは、特に好ましい。この場合、該組合せは、い
ずれの場合にも、化合物（Ａ．１）、（Ａ．２）、（Ａ．３）、（Ａ．４）、（Ａ．５）
、（Ａ．６）、（Ａ．７）、（Ａ．８）、（Ａ．９）、（Ａ．１０）、（Ａ．１１）、（
Ａ．１２）、（Ａ．１３）、（Ａ．１４）、（Ａ．１５）、（Ａ．１６）、（Ａ．１７）
又は（Ａ．１８）の代わりに、以下の対応する２つの化合物の組合せを含んでいる：（Ａ
．１）＋（Ｓ１－１）、（Ａ．２）＋（Ｓ１－１）、（Ａ．３）＋（Ｓ１－１）、（Ａ．
４）＋（Ｓ１－１）、（Ａ．５）＋（Ｓ１－１）、（Ａ．６）＋（Ｓ１－１）、（Ａ．７
）＋（Ｓ１－１）、（Ａ．８）＋（Ｓ１－１）、（Ａ．９）＋（Ｓ１－１）、（Ａ．１０
）＋（Ｓ１－１）、（Ａ．１１）＋（Ｓ１－１）、（Ａ．１２）＋（Ｓ１－１）、（Ａ．
１３）＋（Ｓ１－１）、（Ａ．１４）＋（Ｓ１－１）、（Ａ．１５）＋（Ｓ１－１）、（
Ａ．１６）＋（Ｓ１－１）、（Ａ．１７）＋（Ｓ１－１）又は（Ａ．１８）＋（Ｓ１－１
）。
【００６０】
　これらの興味深い（Ａ）＋（Ｂ）の組合せの全てに対して、薬害軽減剤「クロキントセ
ット－メキシル」（Ｓ２－２）を添加することは、特に好ましい。この場合、該組合せは
、いずれの場合にも、化合物（Ａ．１）、（Ａ．２）、（Ａ．３）、（Ａ．４）、（Ａ．
５）、（Ａ．６）、（Ａ．７）、（Ａ．８）、（Ａ．９）、（Ａ．１０）、（Ａ．１１）
、（Ａ．１２）、（Ａ．１３）、（Ａ．１４）、（Ａ．１５）、（Ａ．１６）、（Ａ．１
７）又は（Ａ．１８）の代わりに、以下の対応する２つの化合物の組合せを含んでいる：
（Ａ．１）＋（Ｓ２－２）、（Ａ．２）＋（Ｓ２－２）、（Ａ．３）＋（Ｓ２－２）、（
Ａ．４）＋（Ｓ２－２）、（Ａ．５）＋（Ｓ２－２）、（Ａ．６）＋（Ｓ２－２）、（Ａ
．７）＋（Ｓ２－２）、（Ａ．８）＋（Ｓ２－２）、（Ａ．９）＋（Ｓ２－２）、（Ａ．
１０）＋（Ｓ２－２）、（Ａ．１１）＋（Ｓ２－２）、（Ａ．１２）＋（Ｓ２－２）、（
Ａ．１３）＋（Ｓ２－２）、（Ａ．１４）＋（Ｓ２－２）、（Ａ．１５）＋（Ｓ２－２）
、（Ａ．１６）＋（Ｓ２－２）、（Ａ．１７）＋（Ｓ２－２）、（Ａ．１８）＋（Ｓ２－
２）。
【００６１】
　これらの興味深い（Ａ）＋（Ｂ）の組合せの全てに対して、薬害軽減剤「イソキサジフ
ェン－エチル」（Ｓ１－９）を添加することは、特に好ましい。この場合、該組合せは、
いずれの場合にも、化合物（Ａ．１）、（Ａ．２）、（Ａ．３）、（Ａ．４）、（Ａ．５
）、（Ａ．６）、（Ａ．７）、（Ａ．８）、（Ａ．９）、（Ａ．１０）、（Ａ．１１）、
（Ａ．１２）、（Ａ．１３）、（Ａ．１４）、（Ａ．１５）、（Ａ．１６）、（Ａ．１７
）又は（Ａ．１８）の代わりに、以下の対応する２つの化合物の組合せを含んでいる：（
Ａ．１）＋（Ｓ１－９）、（Ａ．２）＋（Ｓ１－９）、（Ａ．３）＋（Ｓ１－９）、（Ａ
．４）＋（Ｓ１－９）、（Ａ．５）＋（Ｓ１－９）、（Ａ．６）＋（Ｓ１－９）、（Ａ．
７）＋（Ｓ１－９）、（Ａ．８）＋（Ｓ１－９）、（Ａ．９）＋（Ｓ１－９）、（Ａ．１
０）＋（Ｓ１－９）、（Ａ．１１）＋（Ｓ１－９）、（Ａ．１２）＋（Ｓ１－９）、（Ａ
．１３）＋（Ｓ１－９）、（Ａ．１４）＋（Ｓ１－９）、（Ａ．１５）＋（Ｓ１－９）、
（Ａ．１６）＋（Ｓ１－９）、（Ａ．１７）＋（Ｓ１－９）、（Ａ．１８）＋（Ｓ１－９
）。
【００６２】
　これらの興味深い（Ａ）＋（Ｂ）の組合せの全てに対して、薬害軽減剤「フェンクロラ
ゾール－エチル」（Ｓ１－６）を添加することは、特に好ましい。この場合、該組合せは
、いずれの場合にも、化合物（Ａ．１）、（Ａ．２）、（Ａ．３）、（Ａ．４）、（Ａ．
５）、（Ａ．６）、（Ａ．７）、（Ａ．８）、（Ａ．９）、（Ａ．１０）、（Ａ．１１）
、（Ａ．１２）、（Ａ．１３）、（Ａ．１４）、（Ａ．１５）、（Ａ．１６）、（Ａ．１
７）又は（Ａ．１８）の代わりに、以下の対応する２つの化合物の組合せを含んでいる：
（Ａ．１）＋（Ｓ１－６）、（Ａ．２）＋（Ｓ１－６）、（Ａ．３）＋（Ｓ１－６）、（
Ａ．４）＋（Ｓ１－６）、（Ａ．５）＋（Ｓ１－６）、（Ａ．６）＋（Ｓ１－６）、（Ａ
．７）＋（Ｓ１－６）、（Ａ．８）＋（Ｓ１－６）、（Ａ．９）＋（Ｓ１－６）、（Ａ．
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１０）＋（Ｓ１－６）、（Ａ．１１）＋（Ｓ１－６）、（Ａ．１２）＋（Ｓ１－６）、（
Ａ．１３）＋（Ｓ１－６）、（Ａ．１４）＋（Ｓ１－６）、（Ａ．１５）＋（Ｓ１－６）
、（Ａ．１６）＋（Ｓ１－６）、（Ａ．１７）＋（Ｓ１－６）、（Ａ．１８）＋（Ｓ１－
６）。
【００６３】
　これらの興味深い（Ａ）＋（Ｂ）の組合せの全てに対して、薬害軽減剤「Ｎ－シクロプ
ロピル－４－［（２－メトキシベンゾイル）スルファモイル］ベンズアミド」（上記、「
Ｓ３－１」を参照されたい）を添加することは、特に好ましい。この場合、該組合せは、
いずれの場合にも、化合物（Ａ．１）、（Ａ．２）、（Ａ．３）、（Ａ．４）、（Ａ．５
）、（Ａ．６）、（Ａ．７）、（Ａ．８）、（Ａ．９）、（Ａ．１０）、（Ａ．１１）、
（Ａ．１２）、（Ａ．１３）、（Ａ．１４）、（Ａ．１５）、（Ａ．１６）、（Ａ．１７
）又は（Ａ．１８）の代わりに、以下の対応する２つの化合物の組合せを含んでいる：（
Ａ．１）＋（Ｓ３－１）、（Ａ．２）＋（Ｓ３－１）、（Ａ．３）＋（Ｓ３－１）、（Ａ
．４）＋（Ｓ３－１）、（Ａ．５）＋（Ｓ３－１）、（Ａ．６）＋（Ｓ３－１）、（Ａ．
７）＋（Ｓ３－１）、（Ａ．８）＋（Ｓ３－１）、（Ａ．９）＋（Ｓ３－１）、（Ａ．１
０）＋（Ｓ３－１）、（Ａ．１１）＋（Ｓ３－１）、（Ａ．１２）＋（Ｓ３－１）、（Ａ
．１３）＋（Ｓ３－１）、（Ａ．１４）＋（Ｓ３－１）、（Ａ．１５）＋（Ｓ３－１）、
（Ａ．１６）＋（Ｓ３－１）、（Ａ．１７）＋（Ｓ３－１）、（Ａ．１８）＋（Ｓ３－１
）。　１種類以上の除草剤（Ａ）を１種類又は複数種類の除草剤（Ｂ）と組み合わせるこ
と、例えば、１種類の除草剤（Ａ）を複数種類の除草剤（Ｂ）と組み合わせることは、好
都合であり得る。
【００６４】
　さらに、本発明の除草剤組合せは、別の農芸化学的活性物質と一緒に、例えば、薬害軽
減剤、殺菌剤、除草剤、殺虫剤及び植物生長調節剤の群から選択された別の農芸化学的活
性物質と一緒に施用し得るか、又は、作物保護で慣習的な添加剤及び製剤助剤と一緒に施
用し得る。添加剤は、例えば、肥料及び着色剤などである。いずれの場合も、上記で記載
した施用量の範囲及び施用量の比率が、好ましい。
【００６５】
　本発明による組合せ（＝除草活性組成物）は、経済的に重要な単子葉及び双子葉の広い
範囲の有害植物に対して優れた除草活性を示す。これに関連して、当該物質を播種前に施
用するか、発生前に施用するか又は発生後に施用するかは重要ではない。群（Ｂ１）又は
群（Ｂ２）の化合物を用いて、発生後法により施用するのが好ましい。
【００６６】
　例として、本発明化合物で防除することが可能な単子葉類雑草及び双子葉類雑草の何種
類かの代表的なものを挙げることが出来る。しかしながら、以下のリストは、特定の種類
への限定を意味するものと理解されるべきではない。
【００６７】
　単子葉植物のイネ科植物類の中で、該化合物は、例えば、自生の禾穀類（例えば、コム
ギ、オオムギ、ライムギ及びライコムギ）及び以下のものの両方に対して効果的に作用す
る：例えば、一年生植物のグループに属する、セイヨウヌカボ（Apera spica venti）、
カラスムギ属（Avena spp.）、スズメノテッポウ属（Alopecurus spp.）、ビロードキビ
属（Brachiaria spp.）、メヒシバ属（Digitaria spp.）、ドクムギ属（Lolium spp.）、
ヒエ属（Echinochloa spp.）、キビ属（Panicum spp.）、クサヨシ属（Phalaris spp.）
、イチゴツナギ属（Poa spp.）、エノコログサ属（Setaria spp.）及びスズメノチャヒキ
属（Bromus spp.）（例えば、イヌムギ（Bromus catharticus）、カラスノチャヒキ（Bro
mus secalinus）、ブロムス・エレクツス（Bromus erectus）、ウマノチャヒキ（Bromus 
tectorum）及びスズメノチャヒキ（Bromus japonicus））、並びに、カヤツリグサ属（Cy
perus）、さらに、多年生植物類に属する、カモジグサ属（Agropyron）、ギョウギシバ属
（Cynodon）、チガヤ属（Imperata）及びモロコシ属（Sorghum）並びに多年生のカヤツリ
グサ属（Cyperus）。
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【００６８】
　双子葉類の雑草種の場合は、作用の範囲は、例えば、以下の属にまで及ぶ：例えば、一
年生植物に属する、イチビ属（Abutilon spp.）、ヒユ属（Amaranthus spp.）、アカザ属
（Chenopodium spp.）、シュンギク属（Chrysanthemum spp.）、ヤエムグラ属（Galium s
pp.）、サツマイモ属（Ipomoea spp.）、ホウキギ属（Kochia spp.）、オドリコソウ属（
Lamium spp.）、シカギク属（Matricaria spp.）、アサガオ属（Pharbitis spp.）、タデ
属（Polygonum spp.）、キンゴジカ属（Sida spp.）、シロガラシ属（Sinapis spp.）、
ナス属（Solanum spp.）、ハコベ属（Stellaria spp.）、クワガタソウ属（Veronica spp
.）及びスミレ属（Viola spp.）、オナモミ属（Xanthium spp.）、ケシ属（Papaver rhoe
as spp.）、ヤグルマギク属（Centaurea spp.）、並びに、多年生雑草に属する、セイヨ
ウヒルガオ属（Convolvulus）、アザミ属（Cirsium）、ギシギシ属（Rumex）及びヨモギ
属（Artemisia spp.）。
【００６９】
　本発明の除草剤組合せを、発芽前に土壌表面に施用する場合、雑草の実生の出芽が完全
に阻止されるか、又は、雑草は子葉期に達するまで成育し、その後、生長が停止して、３
～４週間経過した後、最終的には完全に枯死する。
【００７０】
　該活性化合物が植物の緑色の部分に発生後施用された場合、処理後短時間で生長が完全
に停止し、その雑草植物は、施用時点における発育段階のままでいるか、又は、一定の時
間が経過した後、完全に枯死する。その結果、この方法においては、作物植物にとって有
害な雑草による競合は、非常に初期の時点で排除され、その排除は、長期間持続する。
【００７１】
　本発明の除草剤組成物は、迅速で且つ長期間持続する除草活性を示す。本発明の組合せ
に含まれている活性化合物の耐雨性は、一般に、良好である。本発明の活性化合物組合せ
を用いることにより、活性化合物の必要とされる施用量を、大幅に低減することが可能と
なる。
【００７２】
　好ましい実施形態においてタイプ（Ａ）の除草剤＋タイプ（Ｂ）の除草剤を一緒に施用
した場合、好ましい実施形態では、相加効果を超える効果（「相乗効果」）が観察される
。ここで、該組合せの活性は、使用する個々の除草剤の活性の予期される総和よりも強い
。この相乗効果により、施用量の低減が可能となり、広い範囲のヒロハ雑草及びイネ科雑
草の防除が可能となり、除草作用の発現時期がより早くなり、作用の持続期間が長くなり
、１回の施用又は少ない回数の施用のみで有害な植物を良好に防除することが可能となり
、また、使用可能な期間が拡大される。場合によっては、該組成物を使用することにより
、窒素又はオレイン酸などの有害な成分の量も低減され、また、それらの土壌中への混入
量も低減される。
【００７３】
　本発明の組合せ（＝除草活性組成物）は、グリホサート、グルホシネート、アトラジン
又はイミダゾリノン系除草剤などの除草活性化合物に対して抵抗性を示す種を包含する広
い範囲の経済的に重要な単子葉類及び双子葉類の有害雑草に対して優れた除草活性を示す
。
【００７４】
　本発明の組合せは、単子葉類及び双子葉類の有害雑草に対して優れた除草活性を示すが
、作物植物に対しては、損傷を全く与えないか、又は、無視できる程度の損傷しか与えな
い。このことは、特に、群（Ａ）の除草剤を薬害軽減剤と一緒に使用した場合に当てはま
る。
【００７５】
　さらに、本発明の組成物は、場合によっては、作物植物における顕著な生長調節特性を
示す。それらは、植物の代謝にそれを調節するように関与し、従って、それらを使用する
ことにより、植物の構成要素を目標を定めて制御することが可能であり、また、例えば乾
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燥させ、生長を抑制することにより、収穫を容易にすることが出来る。さらに、それらは
、その過程で植物に損傷を与えることなく、植物の望ましくない生長を概ね調節及び抑制
するのにも適している。植物の生長の抑制は、それにより倒伏が低減され得るか又は完全
に防止され得るので、多くの単子葉類作物及び双子葉類作物において重要な役割を果たす
。
【００７６】
　本発明の組成物は、除草特性及び植物生長調節特性を有しているので、それら組成物は
、遺伝子操作されている作物植物又は突然変異／選抜により得られた作物植物内の有害な
植物を防除するために使用することが出来る。これらの作物植物は、一般に、特に有利な
特性を有しており、例えば、除草活性組成物又は植物病害又は植物病害の病原生物（例え
ば、特定の昆虫又は微生物、例えば、真菌類、細菌類又はウイルス類）に対する抵抗性を
示す。他の特性は、例えば、収穫された産物の量、質、貯蔵安定性、組成、及び、特定の
成分など関する。従って、例えば、デンプン含有量が増大しているか若しくはデンプンの
質が改質されているトランスジェニック植物、又は、収穫された産物の脂肪酸組成が異な
っているトランスジェニック植物などが知られている。
【００７７】
　既知植物と比較して改質された特性を有する新規植物を作るための慣習的な方法は、例
えば、伝統的な育種方法及び突然変異体の生成を含んでいる（例えば、以下の特許文献を
参照されたい：ＵＳ　５，１６２，６０２；ＵＳ　４，７６１，３７３；ＵＳ　４，４４
３，９７１）。あるいは、改質された特性を有する新規植物は、遺伝子工学的方法を用い
て作ることも出来る（例えば、以下の特許文献を参照されたい：ＥＰ－Ａ－０２２１０４
４、ＥＰ－Ａ－０１３１６２４）。例えば、以下の幾つかの事例がこれまでに記述されて
いる：
　・　作物植物内で合成されるデンプンを改質するための、該作物植物における遺伝子工
学による変化（例えば、ＷＯ９２／１１３７６、ＷＯ９２／１４８２７、ＷＯ９１／１９
８０６）；
　・　別の除草剤、例えば、スルホニル尿素系に対して抵抗性を示すトランスジェニック
作物植物（ＥＰ－Ａ－０２５７９９３、ＵＳ－Ａ－５０１３６５９）、グリホサートに対
して抵抗性を示すトランスジェニック作物植物（Ｒｏｕｎｄ－ｕｐ　Ｒｅａｄｙ（コピー
ライト）品種）、グルホシネートに対して抵抗性を示すトランスジェニック作物植物（Ｌ
ｉｂｅｒｔｙＬｉｎｋ（コピーライト）品種）、又は、イミダゾリノン系に対して抵抗性
を示すトランスジェニック作物植物；
　・　トランスジェニックナタネ植物、例えば イミダゾリノン抵抗性ナタネ品種、Ｒｏ
ｕｎｄｕｐ　Ｒｅａｄｙ（コピーライト）ナタネ（ＲＲ－ナタネ）、又は、Ｌｉｂｅｒｔ
ｙＬｉｎｋ（コピーライト）ナタネ（ＬＬ－ナタネ）；
　・　特定の害虫に対する抵抗性を植物に付与するバチルス・ツリンギエンシス（Bacill
us thuringiensis）毒素（Ｂｔ毒素）を産生する能力を有しているトランスジェニック作
物植物（ＥＰ－Ａ－０１４２９２４、ＥＰ－Ａ－０１９３２５９）；
　・　改質された脂肪酸組成を有しているトランスジェニック作物植物（ＷＯ９１/１３
９７２）。
【００７８】
　改質された特性を有する新規トランスジェニック植物を作ることを可能とする多くの分
子生物学的な手法については、概ね知られている；例えば、以下の文献を参照されたい：
Ｓａｍｂｒｏｏｋ　ｅｔ　ａｌ．，　１９８９，　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｃｌｏｎｉｎｇ
，　Ａ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｍａｎｕａｌ，　２ｎｄ　Ｅｄ．，　Ｃｏｌｄ　Ｓｐｒ
ｉｎｇ　Ｈａｒｂｏｒ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｐｒｅｓｓ，　Ｃｏｌｄ　Ｓｐｒｉｎｇ
　Ｈａｒｂｏｒ，　ＮＹ；又は、　Ｗｉｎｎａｃｋｅｒ“Ｇｅｎｅ　ａｎｄ　Ｋｌｏｎｅ
”［Ｇｅｎｅｓ　ａｎｄ　Ｃｌｏｎｅｓ］，　ＶＣＨ　Ｗｅｉｎｈｅｉｍ，　２ｎｄ　Ｅ
ｄｉｔｉｏｎ　１９９６；又は、　Ｃｈｒｉｓｔｏｕ，　“Ｔｒｅｎｄｓ　ｉｎ　Ｐｌａ
ｎｔ　Ｓｃｉｅｎｃｅ”　１（１９９６）４２３－４３１）。
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【００７９】
　上記の遺伝子工学的操作を行うために、核酸分子をプラスミドの中に導入することが可
能であり、そのプラスミドにより、ＤＮＡ配列の組換えによる配列の変化又は突然変異誘
発が起こる。上記の標準的なプロセスを用いて、例えば、塩基を交換するか、一部の配列
を除去するか、又は、天然配列若しくは合成配列を加えることが可能である。ＤＮＡ断片
を互いに連結させるために、その断片に、アダプター又はリンカーを結合させることが出
来る。
【００８０】
　遺伝子産物の活性が低下している植物細胞は、例えば、少なくとも１の適切なアンチセ
ンス－ＲＮＡ、コサプレッション効果を達成するためのセンス－ＲＮＡを発現させること
により、又は、上記遺伝子産物の転写産物を特異的に切断する少なくとも１の適切に構築
されたリボザイムを発現させることにより、作ることが出来る。
【００８１】
　この目的を達成するために、存在し得る任意のフランキング配列を含んでいる遺伝子産
物の全コード配列を含んでいるＤＮＡ分子と、該コード配列の一部分（ここで、それら一
部分は、細胞内でアンチセンス効果を引き起こすのに充分な長さを有していることが必要
である）のみを含んでいるＤＮＡ分子の両方を用いることが可能である。遺伝子産物のコ
ード配列と完全に同一ではないが高い相同性を有しているＤＮＡ配列を使用することも可
能である。
【００８２】
　植物内で核酸分子を発現させる場合、合成されたタンパク質は、当該植物細胞内の所望
される任意の区画内に局在化させることが出来る。しかしながら、特定の区画内への局在
化を達成するために、例えば、該コード領域を、特定の区画内への局在化を保証するＤＮ
Ａ配列とリンクさせることが出来る。そのような配列は、当業者には知られている（例え
ば、以下の文献を参照されたい：Ｂｒａｕｎ　ｅｔ　ａｌ．，　ＥＭＢＯ　Ｊ．　１１（
１９９２），　３２１９－３２２７；　Ｗｏｌｔｅｒ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｐｒｏｃ．　Ｎ
ａｔｌ．　Ａｃａｄ．　Ｓｃｉ．　ＵＳＡ　８５（１９８８），　８４６－８５０；　Ｓ
ｏｎｎｅｗａｌｄ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｐｌａｎｔ　Ｊ．　１（１９９１），　９５－１０
６）。
【００８３】
　トランスジェニック植物の細胞は、既知技術を用いて、完全な植物に再生させることが
出来る。トランスジェニック植物は、原理上、所望される任意の植物種の植物であること
が可能であり、即ち、単子葉植物及び双子葉植物の両方であることが可能である。このよ
うにして、相同（＝天然）遺伝子又は遺伝子配列を過剰発現させるか、抑制するか若しく
は阻害することにより、又は、非相同（＝異種）遺伝子若しくは遺伝子配列を発現させる
ことにより、改質された特性を有しているトランスジェニック植物を得ることが可能であ
る。
【００８４】
　さらに、本発明は、望ましくない植生（例えば、有害な植物群）、好ましくは、禾穀類
（例えば、コムギ、オオムギ、ライムギ、オートムギ、それらの交配種（例えば、ライコ
ムギ）、イネ、トウモロコシ及びアワ）、テンサイ、サトウキビ、アブラナ、ワタ及びダ
イズなどの作物植物内の望ましくない植生（例えば、有害な植物群）、特に好ましくは、
禾穀類（例えば、コムギ、オオムギ、ライムギ、オートムギ、それらの交配種（例えば、
ライコムギ）、イネ、トウモロコシ及びアワ）などの単子葉類作物内又は双子葉類作物内
の望ましくない植生（例えば、有害な植物群）を防除する方法も提供し、ここで、該方法
は、タイプ（Ａ）の１種類以上の除草剤及びタイプ（Ｂ）の１種類以上の除草剤を、一緒
に又は別々に、例えば、発生前法、発生後法又は発生前及び発生後法により、植物（例え
ば、有害な植物）、植物の部分、植物の種子又は植物が成育する領域（例えば、耕作され
ている領域）に施用することを含む。
【００８５】
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　該作物植物は、遺伝子操作されていてもよいか、又は、突然変異／選抜により得られて
もよい。
【００８６】
　本発明は、さらに、有害な植物、好ましくは、作物植物内の有害な植物を防除するため
の、化合物（Ａ）＋化合物（Ｂ）の新規組合せの使用も提供する。
【００８７】
　本発明の除草剤組成物は、望ましくない植生を防除するために、例えば、プランテーシ
ョン作物内の望ましくない植生を防除するために、又は、道路沿い、広場、工場用地若し
くは線路の望ましくない植生を防除するために、非選択に使用することも出来る。
【００８８】
　本発明の活性化合物組合せは、適切な場合にはさらなる農芸化学的活性物質、添加剤及
び／若しくは慣習的な製剤助剤と一緒に、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の混合製剤として存在
させることが可能である（ここで、これらは、その後、水で希釈して慣習的な方法で施用
する）か、又は、別々に製剤された成分若しくは部分的に別々に製剤された成分を一緒に
水で希釈することによりいわゆるタンクミックスとして調製することができる。
【００８９】
　除草剤（Ａ）及び除草剤（Ｂ）は、溶液剤、エマルション剤、懸濁液剤、粉末剤、泡剤
、ペースト剤、顆粒剤、エーロゾル剤、活性化合物を含浸させた天然及び合成物質、並び
に、高分子物質中にマイクロカプセル化したもののような慣習的な製剤に変換することが
できる。
【００９０】
　これらの製剤は、既知方法で、例えば、適切な場合には界面活性剤（即ち、乳化剤及び
／又は分散剤及び／又は泡形成剤）を使用して、上記活性化合物を増量剤（即ち、液体溶
媒、加圧液化ガス及び／又は固体担体）と混合することにより、製造する。
【００９１】
　使用する増量剤が水である場合は、例えば、有機溶媒を補助溶媒として使用することも
できる。本質的に、適する液体溶媒は、芳香族化合物、例えば、キシレン、トルエン又は
アルキルナフタレン類、塩素化芳香族化合物又は塩素化脂肪族炭化水素類、例えば、クロ
ロベンゼン類、クロロエチレン類又は塩化メチレン、脂肪族炭化水素類、例えば、シクロ
ヘキサン又はパラフィン類、例えば、鉱油留分、鉱油及び植物油、アルコール類、例えば
、ブタノール又はグリコールとそれらのエーテル類及びエステル類、ケトン類、例えば、
アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン及びシクロヘキサノン、強極性
溶媒、例えば、ジメチルホルムアミド及びジメチルスルホキシドであり、さらに、水も適
している。
【００９２】
　適する固体担体は、例えば、アンモニウム塩、及び、粉砕された天然鉱物、例えば、カ
オリン、クレー、タルク、チョーク、石英、アタパルジャイト、モンモリロナイト又はケ
イ藻土、及び、粉砕された合成鉱物、例えば、微粉状シリカ、アルミナ及びシリケートな
どであり；　顆粒剤に適する固体担体は、例えば、粉砕して分別した天然石、例えば、方
解石、大理石、軽石、海泡石及びドロマイトなどであり、さらに、無機及び有機の粗挽き
粉から得た合成顆粒や、有機材料、例えば、おがくず、ココナッツ殻、トウモロコシ穂軸
及びタバコの葉柄などから得た顆粒なども適しており；適する乳化剤及び／又は泡形成剤
は、例えば、非イオン性及びアニオン性乳化剤、例えば、ポリオキシエチレン脂肪酸エス
テル類、ポリオキシエチレン脂肪アルコールエーテル類、例えば、アルキルアリールポリ
グリコールエーテル類、アルキルスルホネート類、アルキルスルフェート類、アリールス
ルホネート類などであり、さらに、タンパク質加水分解産物なども適しており；　適する
分散剤は、例えば、リグノスルファイト廃液及びメチルセルロースなどである。
【００９３】
　上記製剤において、粘着付与剤、例えば、カルボキシメチルセルロース、粉末又は顆粒
又はラテックスの形態にある天然及び合成ポリマー、例えば、アラビアゴム、ポリビニル
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アルコール及びポリ酢酸ビニル、並びに、天然のリン脂質、例えば、セファリン及びレシ
チン、及び合成リン脂質などを使用することができる。別の使用可能な添加剤は、鉱油及
び植物油である。
【００９４】
　着色剤、例えば、無機顔料、例えば、酸化鉄、酸化チタン及びＰｒｕｓｓｉａｎ　Ｂｌ
ｕｅ、並びに、有機染料、例えば、アリザリン染料、アゾ染料及び金属フタロシアニン染
料、並びに、微量栄養素、例えば、鉄塩、マンガン塩、ホウ素塩、銅塩、コバルト塩、モ
リブデン塩及び亜鉛塩などを使用することができる。
【００９５】
　上記製剤は、一般に、０．１～９５重量％の活性化合物、好ましくは、０．５～９０重
量％の活性化合物を含有する。
【００９６】
　除草剤（Ａ）及び除草剤（Ｂ）は、望ましくない植生を防除するために、例えば、雑草
を防除するために、又は、望ましくない作物植物を防除するために、そのままで又はそれ
らの製剤中に含ませて使用することが可能であり（ここで、これは、別の農芸化学的活性
化合物（例えば、既知除草剤）との混合物としての使用も包含する）、その際、レディー
ミックス及びタンクミックスが可能である。
【００９７】
　殺菌剤、殺虫剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、薬害軽減剤、トリ忌避剤、植物栄養素及び土壌
調整剤などの別の既知活性化合物との混合物も可能である。
【００９８】
　除草剤（Ａ）及び除草剤（Ｂ）は、それ自体で、又は、それらの製剤の形態で、又は、
その製剤からさらに希釈することにより調製した使用形態で、例えば、即時使用可能な溶
液、懸濁液、エマルション、粉末、ペースト及び顆粒の形態で施用することが可能である
。それらは、慣習的な方法で、例えば、撒水、スプレー、噴霧又はばらまき（broadcasti
ng）により施用する。
【００９９】
　該活性化合物は、植物（例えば、有害な植物、例えば、単子葉類雑草若しくは双子葉類
雑草、又は，望ましくない作物植物）、種子（例えば、穀粒、種子又は栄養繁殖器官（ve
getative propagation organ）、例えば、塊茎又は芽を有している若枝）又は耕作されて
いる領域（例えば、土壌）に施用することが可能であり、好ましくは、緑色の植物及び植
物の部分に施用することが可能である（ここで、適切な場合には、土壌にも付加的に施用
する）。１つの可能な使用方法は、該活性化合物のタンクミックスの形態における共同施
用であり、ここで、個々の活性化合物の最適に製剤された濃厚製剤を一緒にタンク内で水
と混合し、得られた散布液を施用する。
【０１００】
　除草剤（Ａ）と除草剤（Ｂ）の本発明による組合せの複合除草剤製剤は、該成分の量が
既に正しい比率になっているので、施用が容易であるという利点を有している。さらに、
該製剤中の助剤を互いに最適に調節し得るが、異なった製剤のタンクミックスでは、助剤
の望ましくない組合せが生じる可能性がある。
【実施例】
【０１０１】
　該新規活性化合物組合せの良好な除草作用は、下記実施例により示される。個々の活性
化合物は除草作用の点で弱点を有しているが、該組合せは、全て、雑草に対して極めて良
好な活性を示しており、これらの活性は、活性を単純に加えたものを超えている。
【０１０２】
　活性化合物の組合せの除草活性が個別に施用された活性化合物の活性を超えている場合
には、常に、除草剤における相乗作用が存在している。
【０１０３】
　２種類の除草剤の所与の組合せの予期される効果は、以下のようにして計算することが
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出来る（ｃｆ．　ＣＯＬＢＹ，　Ｓ．Ｒ．：“Ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ　ｓｙｎｅｒｇｉ
ｓｔｉｃ　ａｎｄ　ａｎｔａｇｏｎｉｓｔｉｃ　ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ　ｏｆ　ｈｅｒｂｉ
ｃｉｄｅ　ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓ”，　Ｗｅｅｄｓ　１５，　ｐａｇｅｓ　２０－２
２，　１９６７）：
　Ｘ＝ｐｋｇ／ｈａの施用量での除草剤Ａ（式（Ｉ）の活性化合物）による損傷（％）
且つ
　Ｙ＝ｑｋｇ／ｈａの施用量での除草剤Ｂ（式（ＩＩ）の活性化合物）による損傷（％）
且つ
　Ｅ＝ｐ＋ｑｋｇ／ｈａの施用量での除草剤Ａ＋Ｂによる予期される損傷（％）
とした場合、
　Ｅ＝Ｘ＋Ｙ－（Ｘ＊Ｙ／１００）
である。
【０１０４】
　実際に認められた損傷が計算された値を超えている場合、該組合せは、相加的な効果を
超える効果、即ち、相乗効果を有している。
【０１０５】
　本発明の活性化合物組合せは、確かに、それらの実際の除草活性は計算された活性より
も高いという特性を有している。即ち、本発明の新規活性化合物組合せは、相乗的に作用
する。
【０１０６】
　示されている結果は、２～３反復で実施された圃場試験から得られたものである。イネ
か雑草又は作物は、播種した。活性は、第３日目に評価した。最も高い効力が示されてい
る。
【０１０７】
【表２】

【０１０８】

【表３】
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